
 
「憲法改悪を許さない全国署名」計 30,589 筆 

そのうち郵送で届いた分 331 通 1,287 筆（～5 月末） 

 

「憲法が持つ力を確認し、自立した市民をめざそう」～「憲法集会㏌いわて」240 人参加 

奥州市出身の日弁連前副会長の吉田瑞彦弁護士が、「憲法が持つ力」をテーマに講演しました。 

吉田氏は、あらためて憲法条文、特に前文や憲法の持つ価値観を見直しても、全然廃れておらず力を持ってい

る、と説明。戦後日本が戦争せず戦死者もいないのは憲法のおかげで。「９条をまもるためには国民の不断の努

力が必要。権力に忖度しない『自立した市民』をめざし、学び、行動して社会に関わろう」と訴えました。 

参加者からは、「国民の不断の努力で現憲法を具体化する責務がある事を再認識」「私たちはまだ憲法の価値を

実現していない、という吉田弁護士の言葉が心に響いた」「自立した市民は戦争さ 

せない、他者他国への想像力を豊かにする、という言葉を胸に刻み、戦争する国づ 

くりに反対する」などの感想が寄せられました。 

当日は、達増知事、矢巾町長、大槌町長からのメッセージや、各政党からも挨拶 

を頂き、集会後は会場周辺でピースパレードを実施しました。 

見逃し配信⇒ https://youtu.be/312ydF_z9tE または岩手県生協連 HP 参照。 
 

市民アクション岩手の会幹事団体から今後の取り組み提案 

①「憲法改悪を許さない全国署名」「平和、いのち、くらしを壊す大軍拡・大増税に反対する請願署名」の推進。 

②荒野に希望の灯をともす県内上映運動の成功。 

③リレー学習会の開催（講師料・交通費は市民アクション岩手の会で負担） 

・講師はフリージャーナリスト金平茂樹さん、50人～70 人規模で講師と対話しながらの学習会。盛岡以外での 

開催を優先し。２～3日で 3か所できるよう、希望地域には日程の調整に協力してもらう。 

・条件は、できるだけ若い人（40代以下）の参加組織を頑張ることの 1点のみ。 

※③を希望する団体は、幹事団体にお問い合わせください。   
↓今回から夜デモになります↓ 

 

 

 

 
 
   
 
 

※悪天候により、中止の場合もあります。幹事団体にお問い合わせください。 
   
参加申込用紙          岩手県生協連行⇒ＦＡＸ：０１９－６８４－２２２７ 
  
企画名や内容                    組織・団体名                   
 

TEL                          参加者名               他   名 

２０２３．６．２ 
発行：事務局（岩手県生協連発信） 
電話：０１９-６８４-２２２５  
FAX ：０１９-６８４-２２２７ 
幹事団体：県消団連 県生協連  

憲法改悪反対県共同センター 
平和環境県センター 

 
 
６/１９(月)1７：４０ 内丸緑地（県庁向い）集合 

コース：内丸緑地⇒検察庁前左折⇒サンビル前右折⇒大通野村証券 

前左折⇒カワトク前左折⇒農林会館前流れ解散 

盛岡夜デモ 


